
この度は、皆様から本学に厚いご支援をいただき、心から感謝申し上げます。
皆様から頂戴いたしました支援金により活動している団体について、ご報告申し上げます。

令和６年度 御支援者様（敬称略／五十音順）

のれん百人衆
令 和 ６ 年 度

未 来 の 芸 術 家 支 援

活動報告書
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巖本 博
巖本金属㈱ 代表取締役社長

医療法人知音会

株式会社SGC 株式会社長栄

株式会社大垣書店 天ぷら圓堂

株式会社祇園辻利 株式会社東邦レオホールディングス

北尾 哲郎
日東薬品工業㈱ 代表取締役会長

東レエンジニアリング株式会社

一般財団法人京都花鳥館 株式会社トーセ

京料理やまの 戸塚 亮一
㈱ベヒシュタイン・ジャパン 代表取締役会長
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株式会社コスモネット 一般財団法人NISSHA財団

ジェイアール東海関西開発株式会社 公益財団法人日新電機グループ
社会貢献基金

株式会社島津製作所 畑 正高
(株)松栄堂 代表取締役社長

株式会社聖護院八ッ橋総本店 株式会社堀場製作所

株式会社ゼロホールディングス 渡辺 孝史
(株) 一保堂茶舗 代表取締役社長



ご支援いただいたみなさまへ

2023年10月に新しいキャンパスへ移転してから、早くも一年半が経過しま

した。当初、落ち着かない様子だった学生たちも、今では新たな環境に完全に

順応し、それぞれの制作や演奏活動にますます熱心に取り組んでいます。

この一年を振り返りますと、充実した制作・練習環境と、アクセスの良い発

表の場を手に入れた学生たちは、より積極的に社会に向けて自己表現を行いな

がら活動している様子が伺えます。その過程において《のれん百人衆》の皆様

からの温かい支援が、学生たちの成長に大きな力となっております。学生、教

職員一同、心より感謝申し上げます。

この報告書で学生たちの喜びと感謝の気持ちを伝えることができ、彼らの内

に秘めた情熱と才能の輝きを皆さまにお届けすることができたなら、これ以上

の喜びはありません。

今後とも、芸術文化の継承と発展を担う学生たちを温かく育てるため、引き

続き変わらぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

公立大学法人京都市立芸術大学理事長・学長
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博士課程の学生による日本画展「間のながれ」への活動支援
日本画展「間のながれ」

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

 The nothing of photography/The number 2 for photography

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

学生の自主的活動への支援

学部生による二人展「The nothing of photography /
The number 2 for photography」への活動支援
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染織専攻学生の学外展示「Cross Cloth Close」への活動支援

Cross Cloth Close

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

学生の自主的活動への支援
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有志学生による「ファッションショー」への活動支援

ファッションショー

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

学生の自主的活動への支援
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現代音楽研究会club MoCoについて

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

二人展「Pocket」

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

現代音楽研究会club MoCo「第三回定期演奏会」への活動支援

修士課程の学生による二人展「Pocket」への活動支援

学生の自主的活動への支援
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企画内容

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

グループ展「自分を通して人を見る。自分を通して人を描く。」
への活動支援

学生の自主的活動への支援
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「あつめやさん」の活動について

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

茶道部について

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

茶道部による「もみじ茶会、もちばな茶会」への活動支援

六甲ミーツアートbeyond2024を主としたあつめやさんの活動支援

学生の自主的活動への支援
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企画内容

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

成層圏気球を活用した表現活動の実践への活動支援

学生の自主的活動への支援
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書道部ワークショップ「墨を磨って、筆をとろう」への活動支援

活動内容

活動を終えて

のれん百人衆寄付者へのお礼のコメント

学生の自主的活動への支援
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美術研究科日本画専攻への活動支援
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学部・専攻等への支援



文化財の保存修復に関する人材育成に活用させていただきました。
令和６年度は以下の活動を行いました。
1．無鄰菴障壁画（東壁）の解装および修理
無鄰菴洋館2階の障壁画のうち、東壁の障壁画の修理

2．久多自治振興会《釈迦十六善神像 一幅》の修理
昨年度に引き続き、本紙の旧裏打ち紙の除去

3．西川桃嶺《玄武洞図》《円山川図》の展示
学生が調査・修理の過程で得た知見を活かし、芸術資料館特別展「京都芸大〈はじめて〉物語（第三期）」
（令和6年9月21日～11月24日）に、一昨年・昨年度に修理をした西川桃嶺作品を展示

保存修復専攻への活動支援

「アートスペース k . k a n e s h i r o」への運営支援

無鄰菴障壁画（東壁）の保存状態の調査

第3回展
源平合戦図屛風－其の壱

いざ参らん、一の谷の戦いへ！

第2回展
美工・絵専時代の上村松篁
－若き日の異色作をめぐって

第4回展
筆を執る－金城コレクション

に遺る文化人の筆跡

学部・専攻等への支援

「アートスペースｋ．ｋａｎｅｓｈｉｒｏ」の運営に活用させていただきました。
本学教員とキュレーターの指導のもと、運営に携わる学生からの意見を反映しながら展覧会を企画立案し、令和6
年度は3回の展示を行いました。フライヤーやリーフレットなども学生によるデザインです。
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美術学部１回生から美術研究科修士課程の学生約７００名の学生が出品する、まさに未来の芸術家の作品が集結す
る大規模な美術展覧会です。令和7年2月7日から11日まで、本学キャンパス内で開催しました。
学生たちの将来的活躍を期待する重要な展示であるとともに、そこに至るまでの研究・学習の道程を示す教育的展
示にもなっており、この作品展を通じて学生たちは大きな成長を見せてくれます。

作品展開催の様子

学部・専攻等への支援

美術学部・美術研究科「作品展」への開催支援
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本学のキャンパス移転後はじめてとなるオペラ公演を、令和7年2月17日に堀場信吉記念ホールにて開催いたしま
した。演目は1787年にモーツアルトが作曲したオペラ「ドン・ジョヴァンニ」です。現在もなお世界中で上演さ
れ続けるモーツアルトの傑作を、声楽専攻生の熱演と、アカデミーオーケストラによる演奏により、多くの来場
者に会場でお楽しみいただきました。多くの来場者の前で、歌い、演奏できることは、公演した学生たちにとっ
てこの上ない経験となりました。

第176回定期演奏会大学院オペラ公演
「ドン・ジョヴァンニ」への開催支援

学部・専攻等への支援
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2025年3月20日（木曜日・祝日）、堀場信吉記念ホー
ルにおいて、音楽学部の令和５年度卒業演奏会を開催
します。
音楽学部各専攻から成績優秀者として選ばれた卒業生
による学生最後の演奏会で、学生たちは大学生活の思
い出や未来への期待など、それぞれの想いを込めて演
奏し、京都芸大から世界へはばたいていきます。

のれん百人衆成果報告会

学部・専攻等への支援
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第54回卒業演奏会への開催支援

日 時 2025年3月6日（木）17時～19時
場 所 京都市立芸術大学内 多目的ギャラリー（Ｃ棟６階）
参加者 １２社（者）／２５名
出演者（演奏発表／３団体） ・トランペット専攻生

・フルート専攻生
・ロマン派音楽研究会

（ブース発表／６団体）・ファッションショー
・墨を磨って、筆をとろう（書道部）
・自分を通して人を見る。自分を通して人を描く。（油画専攻生）
・保存修復専攻
・成層圏気球を活用した表現活動の実践（漆工専攻生）
・アートスペースk.kaneshiro
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